
18広報ひの 2010 年 11 月号 18きらりと光る　まち　日野町

▶第二回おしどり学園開催

足から作る健康

　

6
月
１
日
、
奥
渡
公
民
館
で
出
前
公
民
館
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
の
出
前
公
民
館
は
、
映
画
上
映
会
と
、
３
月
に
世
界
一
周
旅
行
か

ら
帰
国
し
た
田
中
正
之
さ
ん
（
根
雨
）
の
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

映
画
は
、「
お
と
う
と
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
映
画
は
大
き
な
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
、
普
段
は
で
き
な
い
大
画
面
で
の
映
画
鑑

賞
は
映
画
館
さ
な
が
ら
の
迫
力
で
し
た
。
参
加
者
一
同
、
よ
り
感
動

が
際
立
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
映
画
会
の
後
は
、
田
中
さ
ん
に
よ
る
世
界
一
周
旅
行
の

報
告
会
で
す
。

　

報
告
会
の
中
で
田
中
さ
ん
は
、
訪
れ
た
国
々
や
旅
先
で
出
会
っ
た

人
た
ち
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
、
写
真
な
ど
を
交
え
な
が
ら
詳
し

く
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
め
っ
た
に
聞
く
こ
と
の
で
き

な
い
話
ば
か
り
で
興
味
津
々
の
様
子
で
し
た
。

　６月 20 日、おしどり学園を開催しました。今回
は「長生きの秘訣！足から作る健康講座」と題し、
DISPARO 代表の宮本和政さんが、講演を行いました。
　講演で、宮本さんは「足の役割は、①バランスを
とる、②衝撃を吸収する、③力を伝える、の３つか
ら成り立っています。この３つのバランスが崩れる
と、腰痛など、さまざまなトラブルを招くことにな
ります」と話し、「現代人はこのバランスが崩れて足
本来の機能を発揮していないことが多い」と話しま
した。
　また、足の健康にとって、靴の選び方も重要。以
下の３つのことに気を付けると良いとのことです。
①つくりがしっかりしているヒモ靴
②足長よりも１cm～ 1.5cmのゆとりがある靴
③足の横幅がフィットする靴
　足の役割や靴の選び方だけではなく、歩くときの
姿勢についても詳しく説明した宮本さん。どれも目
からうろこが落ちるような話に、学園生一同、熱心
に耳を傾けている様子でした。

▲ 足と健康にまつわる話をする宮本さん

▲ 今後の靴選びの参考にしようとしていました

▼
奥
渡
公
民
館
で
出
前
公
民
館
開
催

世
界
一
周
旅
行
を
報
告

▲ 旅先でのエピソードを紹介する田中さん

▲ 「おとうと」はとても感動した映画でした
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▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
自
然
観
察
会

生
き
物
に
ふ
れ
、
自
然
を
体
感

　

滝
山
公
園
に
生
息
す
る
、
さ
ま

ざ
ま
な
生
き
物
や
自
然
に
ふ
れ
て

も
ら
お
う
と
、
６
月
21
日
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
と
自
然
観
察
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
子
ど
も
や
そ
の
保
護

者
な
ど
が
参
加
し
、
町
公
民
館
を

出
発
し
て
滝
山
公
園
ま
で
歩
い
て

向
か
い
ま
し
た
。
滝
山
公
園
ま
で

の
道
の
り
に
は
、
サ
ワ
ガ
ニ
と
い
っ

た
生
き
物
や
野
イ
チ
ゴ
な
ど
の
植

物
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

40
分
ほ
ど
歩
い
て
到
着
し
た
滝
山

公
園
で
は
、
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ

を
観
察
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
は
、
日
本

一
小
さ
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る

ト
ン
ボ
で
す
が
、
現
在
そ
の
数
が

激
減
し
て
お
り
、
鳥
取
県
で
は
絶

滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
生

き
物
で
す
。
そ
ん
な
珍
し
い
生
き

物
に
、
子
ど
も
た
ち
は
「
わ
ぁ
、

小
さ
い
」
な
ど
と
歓
声
を
上
げ
な

が
ら
、
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
を
観

察
し
て
い
ま
し
た
。

▲子どもたちは夢中で生き物を観察していました

▼
公
民
館
巡
回
展

ど
れ
も
力
作
ぞ
ろ
い

　

西
部
地
区
町
村
の
公
民
館
で
活
動
し

て
い
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
の
作

品
を
展
示
す
る
巡
回
展
が
、
中
山
公
民

館
、
岸
本
公
民
館
、
日
野
町
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
の
披
露
の
場

と
あ
り
、
ど
れ
も
力
作
ぞ
ろ
い
で
、
来

場
者
は
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲岸本公民館（伯耆町）での様子

日野弁ピックアップ「い」
いいこわりぃこ…不公平。いいがな…良い
だろう。いいしこぉーに…うまい具合に。
上手に。いう（ゆう）てかす…言って聞か
せる。説教する。いかさま…たいへんに。
なんとまあ。いごく…動く。いじいじがつ
く…じれったい。いずま…あぐら。いたし
い…つらい。しんどい。いなげな…いい加
減な。いわえる（ゆわえる）…結ぶ。いん
じゃん…じゃんけん。

「
て
ぼ
た
ん
」

　
い
わ
ゆ
る
「
線
香
花
火
」
の
こ

と
で
す
。

　
正
し
く
は
方
言
で
は
な
く
、「
手

牡
丹
」
と
い
う
花
火
の
種
類
の
名

称
で
す
が
、
日
野
地
域
で
も
広
く

親
し
ま
れ
て
い
る
呼
び
名
で
す
。

　
紙こ

よ縒
り
の
先
に
火
薬
を
包
ん
だ

質
素
な
も
の
で
す
が
、
じ
り
じ
り

と
膨
ら
む
火
球
や
、
牡
丹
、
松
葉
、

柳
へ
と
変
化
す
る
火
花
な
ど
、
風

情
あ
る
姿
が
特
徴
の
花
火
で
す
。

　
蚊
取
り
線
香
の
匂
い
と
、
て
ぼ

た
ん
の
は
か
な
さ
。
夏
の
郷
愁
を

呼
び
覚
ま
し
て
く
れ
ま
す
。

昔
の
写
真
・
資
料
収
集
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
で
は
、
今
後
刊
行
予
定
の
「
日
野
町
史(

仮)

」
の
編
さ
ん
に
あ
た
り
、

ま
ち
の
あ
ゆ
み
・
歴
史
を
物
語
る
写
真
や
資
料
な
ど
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
資
料
を
お
持
ち
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
日
野
町
お
よ
び
旧
町
村
に
関
す
る
写
真
（
明
治
か
ら

昭
和
の
建
物
や
地
域
の
風
景
、
祭
り
、
行
事
な
ど
）

②
日
野
町
お
よ
び
旧
町
村
に
関
す
る
資
料
（
行
政
の
刊

行
物
、
書
籍
、
商
店
チ
ラ
シ
、
映
像
記
録
な
ど
）

③
そ
の
他
の
歴
史
的
資
料
　

※
こ
れ
ら
の
資
料
を
お
持
ち
の
方
は
、
左
記
連
絡
先
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
記
録
を
取
っ
た
う
え
で
、
資

料
価
値
の
高
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
町
史
編
さ
ん
に
使

用
す
る
予
定
で
す
。

■
連
絡
先　

日
野
町
役
場 
企
画
政
策
課 （
電
話
72
‐
０
３
３
２
）　　

根雨のまちを写した絵はがき（昭和初期）

第 12 回


